準定常状態の相転移に関する考察(非線型・非平衡状態の統計力学,研究会報告) by 中野, 藤生
Title準定常状態の相転移に関する考察(非線型・非平衡状態の統計力学,研究会報告)
Author(s)中野, 藤生

















10) その他 S･KaiandK･Hirakawa:SolidStateComm･に 2篇tobepublished･邦文
としては九州大学工学集報に数篇あり｡
準定常状態の相転移に関する考察
名大･工 中 野 藤 生
onsagerの理論1)が橋爪2)ぉよびOnsager-Machlup3)によって改善 されたところ
によると,条件附確率分布関数 (2時刻 )は
p2(aJa;At)- expト 21 10(a,･V(Ⅹ)- di s(a,iAt〕 (1)
のように表されるoα… (α1,α1,-,αn)は粗視的状態量のセットを表し,その時刻
tにおける値であり, a′は同じくt+Atにおける値である｡&はda/dtのセットを
表す｡ Ⅹ-∂S/∂αは αに熱力学的に共役な力のセットである｡ S-S(α)はエントロ




























C く 三 _∫
いえば,S字形関係 (通常縦軸を

































3) 中野藤も 物性研究 22No.5(1974),506. Pro告.Theor.Phys.51(1974)1279.
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